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1. はじめに 

 シンチレータは医療応用、高エネルギー物理、セキュリティ等の幅広い分野で放射線検出の用

途で研究開発されてきた。これらのシンチレータは紫外領域から可視領域（200-600 nm）で発光

する。近年、近赤外領域に高効率を示す光検出器の開発に伴い、近赤外領域発光シンチレータを

用いた放射線検出器が提案されている。その応用例として近赤外領域発光シンチレータを用いた

リアルタイムモニタリングシステムがある。放射線治療法の際に、患者への過剰・過小照射によ

る医療事故を防止するため、実際の照射線量をリアルタイムに測定できる手法が求められている。

そこで、治療部位にシンチレータ結晶を挿入し、LINAC等からの放射線照射時にシンチレーショ

ンを起こし、体内を透過してきたシンチレーション光から照射量を測定する手法である[1]。この

シンチレータ結晶の要求特性の一つとして人体による光の吸収が少ない近赤外領域（700-1400nm）

で発光することである。しかしながら、近赤外領域発光シンチレータの研究はこれまであまりさ

れていない。本研究では、近赤外発光シンチレータ結晶として Cr 添加 ガーネット型酸化物結

晶を育成し、その近赤外領域における発光特性等を評価した。 

 

2. 結晶育成と評価 

 Cr 0.1%添加した Gd3Ga5O12, Y3Ga5O12等のガーネット型酸化物結晶を高周波加熱マイクロ引下

げ法[2]により育成した。直径 2-4 mm、長さ 20 mm程度のロッド状の育成結晶が得られた。これら

の結晶を研磨し X 線励起によるラジオルミネッセンス、発光量測定等を行った。その他の特性評

価手法及び結果を含めて、本講演にて報告する。 
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